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調査研究実績 

の概要○○○ 

 

報告者らの研究グループは，近年様々な角度から，無線LANの性能向上に関する研究に取り

組んでいる．本年度は，本学の独創的研究助成を受けて，各々の無線LAN端末が自律的に行

っている伝送速度の調節に関する検討を行ったので，ここに報告する． 

 

無線LAN端末は，電波状況に基づいて，自身の伝送速度を調節している．一般的に伝送速度

が大きいほど雑音除去能力が小さくなるので，電波状況が良好なときは伝送速度を増加さ

せ，電波状況が悪いときは伝送速度を減少させる．しかし，端末は電波状況を直接把握す

る機能を持っていないため，実際には，パケット通信の成否により，電波状況を推定せざ

るを得ない．すなわち，送信が成功すると電波状況は良好と判断し，失敗すると悪いと判

断する．しかし，送信失敗の原因は電波状況のみではない．無線LANでは，全ての端末が同

一チャネルでパケットを伝送するため，複数の端末が同時にパケットを送出すると，衝突

によってそれらのパケットが破壊され，その結果，送信に失敗する．そのため，送信失敗

の原因が衝突であれば，それは偶然に起こったことであり，伝送速度を減少させる必要は

ない． 

 

以上のことから，送信に失敗した原因が電波状況によるものか，衝突によるものかの見極

めがこの研究の要となるが，上述のように，各端末が知り得るのはパケット送信結果の成

否のみである． 



 

調査研究実績 

の概要○○○ 

 

これまでに幾つかの伝送速度調節方式が提案されているが，いずれの方式も送信失敗の主

な原因を電波状況と想定していた．そのため，何回か連続して送信に成功したため，伝送

速度を増加させた直後に送信失敗が起こると，その原因を電波状況とし，直ぐに元の伝送

速度に戻していた． 

 

これに対して本研究では，パケット衝突の可能性を考慮して，伝送速度を増加させた直後

に２回連続で送信失敗した場合に，伝送速度を元に戻すことにした．これは，１回目の失

敗が偶然の衝突によるものかもしれないからである．この改良により，端末台数が多く，

衝突が発生する確率が高い状況において，特に有効となることが示された． 

 

各々の無線LAN端末が異なる伝送速度でパケットを伝送している理由は，上述のとおりで

あるが，このことがかえってLANの性能低下を招くことが，近年問題となっている．それ

は，各端末が等確率で送信権を得るためである．互いにパケットの衝突を回避するため，

端末は自身のパケット送出準備が完了しても，すぐには送出せず，ランダムな期間待機し

た後に送出する．この期間は一様乱数で決定されるため，結果的に各端末に等しく送信権

が与えられることになる． 

 

伝送速度の異なる端末に等確率で送信権を与えると，平均的には，一巡に要する期間内に

各端末は１個しかパケットを送信することができない．その結果，全ての端末において，

実質的な伝送速度が等しくなってしまう．低速端末はそれでもかまわないが，高速端末は

その能力を発揮することができない．そこで，伝送速度に応じた公平性が保たれるよう

に，一巡期間内で各端末が送信している時間を公平にすることに関して検討した．低速端

末は１個しか送信できないかもしれないが，高速端末は複数のパケットを送信することが

可能となり，伝送速度に応じた性能を実現することができる． 

 

既存の研究では，端末が自身のランダムな待機時間を調節することが行われてきた．しか

し，パケット衝突の発生を防止することが困難であった．これに対して本研究では，各端

末の伝送速度や成功状況を正確に把握することのできる唯一の存在であるアクセスポイン

トが，各端末の送信タイミングを統計的に算出して，各端末に通知する方式を考案した． 

これにより，原理的にはパケット衝突や送信待機による無駄時間（全ての端末が待機状態

となって，通信が全く行われない時間）が発生しないため，性能が大幅に向上することが

示された． 

 

以上で述べたように，本年度の研究により一定の成果が得られたが，今後さらに改良を続

けていく予定である．ここで検討した方式が有効に働けば，無線LANの実質的なデータ伝

送能力が向上するため，特に公共施設内のホットスポットや携帯電話の代替回線のように

輻輳（通信の混雑）が発生しやすい地点において，より快適なデータ通信の実現が見込ま

れる． 
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